
校長室だより 
 
 「外は寒かったよ」と言いながら校長室に入ってくる子どもたちがいます。その手に触れると私の手に冷た

さが伝わってきて，私の体温と少しだけ入れ替わるような気がします。「先生の手，温かい」と言ったときの子

どもの笑顔がとても印象的でした。そんな笑顔を見ながら「楽しい毎日になるといいね」と願うことができる

幸せな時間です。  
 
【保護者向け講演会】 
 知的財産についての授業は，平成２２年度は講演形式で行いました。その後の２年間は４年生を対象として，

８時間ずつの授業計画を立て，弁理士の先生をお招きして特別授業を行いました。テーマ設定もよく，スライ

ドや模型などを用意しての授業であったため，子どもたちは楽しみながら学習することができたようでした。

この特別授業を実施することにした理由は，校訓である「意志・表現・感謝」の３つの心を育てる上で必要な

ことであると考えたからです。特に，「表現」の観点から，自分自身をいろいろな方法で表現するときは，他者

を思いやり，他者の考えや作ったものを尊重し大切にしなければならないということを具体的な事例を通して

学ぶことができると考えました。 
昨年授業に参加して現５年生に１年前の授業のことを聞いてみるとかなり印象に残っていることが分かりま

した。また，その中で私がよかったなと思ったことの一つが，「あの授業の後，友だちが考えたこと，友だちが

作ったものをばかにしなくなった」ということを私に伝えてくれた子がいたことでした。友だちの思いや考え，

そして絵や工作などの作品のように具体的な形になって表現されたものまでを，受け入れ大切に思ってくれる

ようになったことは素晴らしいことです。知的財産についてのお話を聞いたからなのか，その子自身の成長が

そうさせるものなのか分かりませんが，子どもたちは自分が学んだことをしっかりと吸収しています。さらに

言うならば，人にやさしくし，人の気持ちを大切にし，人の考えや創作物をよいものとして受け入れることが

できる子どもたちの中では，いじめや暴力のようなことがしだいに少なくなることでしょう。いじめや暴力が

よくないことを伝えるだけでなく，様々な角度から子どもの心の成長を促すことが大切であると考えます。 
保護者の皆さんの中にも，このような学校での活動に興味を持たれている方もいらっしゃるでしょうし，子

どもたちが何を学んでいるかをお知りになりたい方も多いと思います。そこで，今回子どもたちがどのような

ことを学習しているか，さらにはインターネットの利用や知的財産の私的使用について，授業を担当していた

だいた弁理士の廣田先生に保護者の皆様にお話をしていただくことにしました。保護者の皆様には，お忙しい

と思いますが，是非多数のご参加をいただき，学校での教育活動の理解と今後の子どもたちの生活を支える上

で必要なことを学び合う場としていただければと思います。なお，より多くの方に知っていただきたい内容で

もありますので，ご家族やお知り合いの方の参加も歓迎いたします。 
 
講演会日時  平成２５年３月４日（月） １０：００～１１：３０（ひかりホール） 

※ 参加人数を把握するため，２月中旬にメールで参加希望調査を行います。 
 
【書写の授業】 
１年間，３学年の書写（硬筆）の授業を担当しました。そこで分かったことは，子どもたち一人ひとりがみ

んな少しでもきれいな，丁寧な字を書きたいと思っているということでした。そして，友だちが書いた字を見

て，「きれいだな。がんばっているな」と思い，素直にその思いを伝えることもできていましたし，「今度はも

っと上手に書けるようになりたい」という前向きな気持ちを持つこともできていました。私はこの授業を担当

していて，こんなに意欲的な子どもたちと一緒に活動していられることをいつも幸せに感じていました。子ど

もたちは上手な字を書きたい，書けるようになりたいという気持ちを持っています。それは，日頃子どもたち

の目に入る文字がきれいな字か，丁寧に書かれた字であるかどうかということが大切です。 
あるとき，低学年の子のノートを目にした私が，「君の字はとても上手だね，どうしてそんなに上手になれた

の」とたずねると，「○○先生の字がとてもきれいだったので，ああいう字が書けるようになりたいと思って練

習しました」と答えたのでした。この言葉に私たちが気をつけていかなければならないことがすべてつまって

いるように思いました。 
 
（お知らせ・・・教室環境） 
 各教室の窓側に全児童分の収納棚を設置しました。これまでは教室後方の棚にランドセルや教科書等様々な

学習用具を入れていたのですが，お弁当バッグや体操服などを入れることができなかったので一人分の棚を２

倍の大きさにすることとしました。自分の荷物が整理しやすくなったことで，学習活動にもよい影響が出てく

るでしょうし，机の横にぶらさげているものが少なくなれば子どもたちの安全も確保できます。学級文庫用の

棚も置くことができました。 
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